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女性室
開設

20
年
間
の
女
性
室
の

 
　
み
を
ふ
り
か
え
っ
て

これらを通して、様々な議論が重ねられました

寺院の
私有化の問題と
公性の回復

男性と女性・住職と坊守・寺族と
門徒等、あらゆる立場を越えた、
ひととしての水平方向への解放

組制の見直し・
組会への女性の参加

宗門には
門徒女性を含めた
女性としての視点が
抜け落ちている

このような議論を経ながら、『あいあう』17号で
「男女両性で形づくる教団」「男女平等参画」という願いが示されました

決して、
住職と坊守で形づくる
教団であってはならない

宗門内のあらゆる立場の人を
視野に入れなければならない

そこに立って
坊守制度を考えた時

どんな制度が願われるのか

女性会議
広報誌

『あいあう』
女性室

公開講座

女
性
室
は
、
女
性
に
よ
る
宗
門
活
動
へ
の
積
極
的
参
画
を
実
現
す
る
と
い
う

願
い
の
も
と
、
1
9
9
6
年
12
月
、
当
初
は
宗
門
の
制
度
機
構
事
務
を
所
管
す

る
組
織
部
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
女
性
室
が
、
2
0
0
5
年
6
月
1
日
発
行
の
広
報
誌
『
あ
い
あ
う
』
第

17
号
（
以
下
、
17
号
）
に
お
い
て
、「
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
」
を
テ
ー

マ
に
据
え
て
組
ん
だ
特
集
は
、
あ
る
べ
き
教
団
の
す
が
た
を
明
ら
か
に
し
、
宗

門
に
属
す
る
す
べ
て
の
男
女
が
と
も
に
立
ち
返
り
、
そ
し
て
出
発
点
と
し
て
い

く
た
め
の
協
議
資
料
と
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
約
20
年
を
経
て
今
号
で
は
、
改
め
て
当
時
何
が
願
わ
れ
て
い
た
の

か
を
確
認
し
、
ま
た
17
号
の
発
行
直
後
に
女
性
室
が
解
放
運
動
推
進
本
部
に
移

管
さ
れ
、
性
差
別
問
題
に
関
す
る
啓
発
が
活
動
の
中
心
と
な
っ
た
状
況
の
中
で
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
の
か
を
振
り
返
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
な
お
残
さ
れ
て
い
る
課
題
、
さ
ら
に
は
時
代
の
変
化
の
中
で
新
た

に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
課
題
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
私

た
ち
は
ど
の
よ
う
に
歩
ん
で
い
く
べ
き
な
の
か
を
、
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

1996年  宗務審議会答申（女性の宗門活動に関する委員会）
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「
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
」

の
定
義
と
基
本
理
念

定
義

「
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
」
と
は
、
宗
門

に
属
す
る
す
べ
て
の
男
女
が
、
立
教
開
宗
の

精
神
に
則
り
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
〈
一い

ち

人に
ん

〉
と
し
て
の
尊
厳
を
認
め
合
い
、
一
人
ひ

と
り
が
水
平
に
出
遇
う
こ
と
の
で
き
る
同
朋

社
会
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
み
ず
か
ら
の
意
思
と
責
任
と
に
お
い
て
選

択
さ
れ
た
方
法
で
、
そ
の
個
性
を
十
分
に
発

揮
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

平
等
な
立
場
で
共
に
宗
門
の
運
営
に
参
画

し
、
よ
っ
て
同
朋
の
公
議
公
論
の
責
任
を
分

か
ち
合
う
こ
と
を
い
う
。

基
本
理
念

● �

性
別
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
た
り
、
固

定
的
な
役
割
を
強
制
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
が
な
く
、
男
女
が
共
に
〈
一
人
〉

と
し
て
の
尊
厳
を
認
め
合
う
教
団

（〈
一
人
〉
の
尊
厳
）

● �

真
宗
門
徒
で
あ
る
と
い
う
自
覚
の
も

と
、
同
朋
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

み
ず
か
ら
の
意
思
と
責
任
に
お
い
て

個
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
確
保
さ
れ

る
教
団
（
自
己
選
択
の
尊
重
）

● �

男
女
が
、
宗
門
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
け
る
活
動
に
対
し
て
平
等
に
参
画

し
、
同
朋
の
公
議
公
論
の
責
任
を
分

か
ち
合
う
教
団
（
同
朋
公
議
の
責
任
）

「
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
」

実
現
の
た
め
の
基
本
目
標

◆ �〈
一
人
〉
の
尊
厳
が
認
め
ら
れ
、
一
人
ひ

と
り
の
個
性
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
教

団
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

◆ �

宗
門
の
あ
ら
ゆ
る
場
で
性
別
を
理
由
に

し
た
差
別
的
取
り
扱
い
を
一
切
許
さ
な

い
姿
勢
を
徹
底
す
る

◆ ��

宗
門
に
関
す
る
諸
制
度
・
教
学
・
儀
式
・

慣
行
に
お
い
て
、
性
別
に
よ
る
固
定
的

役
割
分
担
を
反
映
し
男
女
平
等
参
画
を

阻
害
す
る
も
の
は
、
こ
れ
を
す
べ
て
改

善
し
、
必
要
に
応
じ
て
積
極
的
格
差
改

善
措
置
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
）

を
実
施
す
る

◆ �

宗
門
に
属
す
る
男
女
が
、
宗
務
所
（
本

山
）・
教
区
・
組
・
寺
院
教
会
に
お
け
る

施
策
・
方
針
の
立
案
・
決
定
に
関
し
、

平
等
な
立
場
で
共
に
参
画
す
る
機
会
を

確
保
す
る

こ
れ
ら
は
宗
務
審
議
会
「
女
性
の
宗
門
活

動
に
関
す
る
委
員
会
」
答
申
や
、
女
性
室
の

開
設
か
ら
10
年
間
の
活
動
を
通
し
て
見
い
だ

さ
れ
て
き
た
課
題
等
の
整
理
を
行
い
、「
宗

門
の
現
状
と
課
題
」
と
し
て
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
課
題
の
中
に
は
、

宗
議
会
議
員
に
女
性
が
選
出
さ
れ
る

（
２
０
０
８
年
）、男
性
の
坊
守
就
任
が

認
め
ら
れ
る（
２
０
０
８
年
）、組
門
徒

会
員
選
定
に
関
す
る
特
別
措
置
条
例
の

施
行（
2
0
1
5
年
）、葬
儀
式
に
お

け
る
男
女
別
和
讃
の
区
別
を
廃
止
（
２

０
２
０
年
）、法
名
の
授
与
に
関
す
る

変
更
が
行
わ
れ
る（
２
０
２
５
年
）

な
ど
、
女
性
室
の
直
接
的
な
取
り
組
み
だ

け
で
な
く
、
宗
門
全
体
で
「
男
女
両
性
で
形

づ
く
る
教
団
」
の
実
現
を
め
ざ
し
た
施
策
が

講
じ
ら
れ
て
き
た
。

男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団

　
　  
か
ら
問
わ
れ
る
こ
と

17
号
特
集

一
い ち

人
に ん

〈一人〉の
尊厳

同
ど う

朋
ぼ う

自己選択の
尊重

平
ひ ら

座
ざ

同朋公議の
責任

　
17
号
の
特
集
で
は
、「
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
」の
定
義
と
基
本
理
念
、
そ
の
実
現
の
た

め
の
基
本
目
標
を
示
し
た
。
そ
れ
ら
の
中
で
表
現
し
た「
男
女
平
等
参
画
」と
い
う
言
葉
は
、
男

女
の
性
別
役
割
分
担
を
固
定
化
し
た
ま
ま
で
宗
門
活
動
に
参
画
す
る
の
で
は
な
く
、
男
女
が
対

等
な
立
場
で
宗
門
活
動
に
参
画
し
、
御
同
朋
・
御
同
行
と
し
て
真
に
平
等
な
る
関
係
を
、
教
団

と
社
会
に
回
復
し
て
い
き
た
い
と
い
う
願
い
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

お
さ
ら
い

17
号
よ
り
抜
粋

17
号
よ
り
抜
粋
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『あいあう』17号以降の取り組み

機構・制度

歴史

多様な性・LGBTQ

この20年間で女性室が取り組んできたテーマを蓮の葉に、
発行物や展示などを花にあらわしました

坊守制度や世襲制を考えるにあたって、
” 家制度 ” や “ 戸籍制度 ” を学んできました

男性中心の歴史の中に埋もれてきた女性史を
掘り起こそうと取り組んできました

まずは知ることが第一歩。そのきっかけを
様々な形でつくってきました

時代にあわせて変わって 
ゆかないと伝統は守れません。

　　あいあう30号 P.9●第18回女性会議
　　「一人に立つ」〜聖教に見る性差別を考える〜

大谷派の女性の歴史をふりかえる 
とき、最初に押さえておきたいのが、
女子の得度を認めなかった歴史が 
あるという点です。

あいあう33号 P.2●第21回女性会議
「一人に立つ」 〜教団と女性〜

性別のステレオタイプに 
縛られていると、本来は見える
はずの「丸ごとの人間」が 
目に映らなくなってしまいます

坊守という言葉さえ知らなくても 
嫁いだその日から坊守さんと呼ばれて

あいあう35号 P.6●坊守の未来へ向けて
－現状と課題を考える

これまで女性を対等な 
教団の構成員として 
見てこなかった

あいあう33号 P.4●第21回女性会議 
一人に立つ〜教団と女性〜

あいあう26号 P.2●「多様な性」を
認め合える社会へ

『女性史に学ぶ
学習資料集』

HP
「あいあうNET」

開設

いろいろな性を
生きる展

女性と仏教展
時代と女性展

アイアウすごろく展
〜近現代の女性たちの歴史〜

花下優子氏

見義悦子氏

山内小夜子氏

平 雅行氏

「いろいろな
性を生きる」
リーフレット
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儀式

教学

フェミニズム

ハラスメント

これまで、女性住職・僧侶のつどい、
女性会議や公開講座で語り合いの場をひらき、

又『あいあう』のコラムなど様々な形でも声を聞き、
その中で課題となったことを取り上げてきました

声明での男女の音域の違いについての 
問題提起を続けてきました

これまで男性視点で読まれていた教えの言葉を、
女性視点で読むことの必要性が確かめられてきました

社会的な性差からの解放をめざすとともに、
自分自身の中にある性に対する固定観念を問い直してきました

スタッフ学習会等で様々なハラスメントを学び、
まず被害者の救済を重んじること、

そして加害者の精神的ケアの必要性を確かめています。
また、寺院の環境がハラスメントの温床となりやすいと 

知っておくことも、誰もが来やすいお寺づくりに大事な視点です

男声主体の声明の中に 
全体の雰囲気や響きを壊すことなく、
自分の喉を壊すこともなく混ざるには
どうしたらよいのか… 
と模索してきた

あいあう30号 P.15●ゆらぎ

女性の人間性を否定したり 
矮小化したりゆがめたりするものは、 
どんなものであっても 
救済をもたらすものではない

あいあう18号 P.2●女性の目で聖書を読む

高僧・宗祖・教団の女人成仏・ 
往生論では女性を被救済者の 
位置に置いていると考えられます

あいあう29号 P.4●第17回女性会議
「一人に立つ」〜中世を生きた女たち〜

講義の中で搾取という言葉が出て来て驚いた。
私ら兄弟姉妹を育ててきた母を 
労働者として見てこなかった

傍観者の割合が増えるほど 
起きやすくなる

あいあう34号 P.11●モラハラの加害者にも
被害者にもならないために

モラハラの被害者に 
なりやすいのは、 
罪悪感を持ちやすいタイプの人

あいあう34号 P.12

強者にならなくてもいい、
弱者のままでも 
差別されない社会を

あいあう34号 P.6●第22回女性会議
「一人に立つ」 〜 「家」 と女性～

あいあう31号 P.13●女性室公開講座・北陸
連区差別問題研修会共催 （大聖寺会場）「浄
土を願う〜御文・御消息から問われる私」

女と男の
あいあう
カルタ展

あいあう
カルタ

ことば集

『身同』

上野千鶴子氏

西口順子氏
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女
性
室
は
こ
の
20
年
間
に
、
教
学
や
儀
式
、
寺
院
の
運
営
や
継
承

の
在
り
方
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
女
性
が
感
じ
て
き
た
違
和
感
や

疑
問
点
に
光
を
当
て
る
こ
と
を
願
い
、
啓
発
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

そ
れ
は
、
女
性
の
参
画
が
進
ま
な
い
宗
門
の
現
状
に
対
す
る
問
題
提

起
で
あ
り
、
性
別
に
よ
っ
て
立
場
や
生
き
方
が
決
定
さ
れ
て
し
ま
う

よ
う
な
、
私
た
ち
の
意
識
を
問
う
も
の
で
あ
っ
た
。
　
　

し
か
し
一
方
で
、
女
性
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
課
題
を
共

有
す
る
営
み
を
積
み
重
ね
て
き
た
も
の
の
、
そ
れ
ら
を
宗
門
全
体
に

十
分
周
知
し
、
具
体
的
な
施
策
と
し
て
実
現
し
て
い
く
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。

現
在
は
、
L
G
B
T
Q
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
と
い
う
言
葉
が
広

く
理
解
さ
れ
る
時
代
と
な
り
、「
男
女
両
性
」
と
い
う
表
現
が
相
応

し
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
を
聞
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
節

目
の
年
を
迎
え
る
が
、
未
だ
に
議
決
機
関
に
お
け
る
女
性
比
率
が
低

い
状
態
を
は
じ
め
、
宗
門
活
動
へ
の
参
画
に
お
け
る
男
女
格
差
が
大

き
く
、固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
が
解
消
さ
れ
な
い
現
状
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
現
状
を
課
題
と
し
続
け
る
べ
く
、
引
き
続
き
男
女
共
同

参
画
推
進
会
議
と
女
性
室
は
「
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
続
け
る
必
要
性
を
確
認
し
た
。

今
後
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
に
よ
る
抑
圧
か
ら
解
放
さ
れ
た
宗
門
を

体
現
す
る
た
め
、
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
と
連
携
を
図
り
、
各
宗

務
機
関
や
教
区
、
組
、
寺
院
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
場
が
一
体
と
な
っ
て

連
動
し
、
実
践
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
く
よ
う
、
女
性
室
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。そ
の
よ
う
な
願
い
と
方
向
性
の
も
と
、

次
頁
に
は
、男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
と
女
性
室
の
連
名
に
よ
る「
第

3
次
実
施
計
画
」
の
概
要
を
掲
載
す
る
。

こ
れ
か
ら
の
展
望

女性室で取り組んできた課題を分類し、そのテーマ記事の載っている
『あいあう』既刊号をまとめましたので、ぜひご活用ください
※数字は広報誌『あいあう』の号数、メは『メンズあいあう』

【機構・制度】
男女両性で形づくる教団
　 �  �2,4,5,6,7,8,9,10,11,12,13,15,17,24,25,35,メ2

坊守制度 �  1,2,3,4,5,7,8,18,28,35,メ3

制度、法規 �  1,3,5,6,16,28,33,メ3

家制度・戸籍制度 �  4,5,21,24,27,34,36

女性の宗政参加 �  5,10,15,16,18

憲法 �  メ7

【儀式】
葬儀式和讃 �  30,31,メ1

声明 �  30,メ2

得度式 �  35

【多様な性・LGBTQ】 �  26,30

【フェミニズム】
フェミニズム �  7,14,16,21,34,メ1,メ9

ケアについて �  5,メ4,メ5

男性学 �  2,5,14,29,36,メ1,メ3,メ4

ジェンダー �  5,7,10,11,12,13,18,22,25,27,28, 
32,35,36,メ1,メ3,メ5,メ7,メ8,メ9

【ハラスメント】
セクシュアルハラスメント �  13,14,20,メ3,メ8

痴漢 �  31

モラルハラスメント �  33,34

パワーハラスメント �  メ8

DV �  32

女性差別 �  15,19

【歴史】
近現代真宗大谷派の歴史 �  3,19,20,23,24,28,31,33

女性史・仏教の女性史
　 �  6,7,8,12,19,28,29,30,31,36,37,メ7,メ8,メ9

戦争とジェンダー �  2,3,12,28,メ8

戦争 �  4

【教学】
『御文』「五障・三従」 �  22,23,29,30,31,メ1

第35願 �  23,30,31,メ1

『仏説観無量寿経』 �  3,メ2

念仏 �  12

【女性住職（つどい報告）】
　�  1,3,17,18,21,24,26,27,28,29,30,32,33, 

メ4,メ5,メ6,メ7,メ8

あいあう
 インデックス
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ともに進める、男女共同・平等参画のかたち
――  第３次 男女共同・平等参画実施計画 ――

※アファーマティブアクション（積極的改善措置）：構造的要因により生じている参画機会の不均衡を是正するため、
一定の配慮措置等を講じる取り組み。

実施計画の概要
男女共同参画推進会議（以下、「推進会議」）および女性室は、これまで「男女両性で形づくる教団」

を掲げ、理念面・実践面の双方から改善に取り組んできた。
「第１次・第２次 男女共同参画実施計画」については、推進会議が主体となって策定・推進してきた。
これらの取り組みにより、女性の宗門運営への参画についても一定の成果を挙げてきたが、宗門内

にはなお男性中心の構造や慣行が残るなど、今後も持続的な取り組みが求められている。
こうした状況を踏まえ、推進会議と女性室で検討を重ね、このたび両機関の連名により「第３次 男

女共同・平等参画実施計画」を策定した。
本計画は、スローガン【「男女両性で形づくる教団」を目指して】を掲げ、両機関が有機的に連携しな

がら、重点施策をはじめとする諸施策を推進するものである。また、宗務機関としての推進体制の一
層の充実を図るとともに、将来的な基本条例の制定も視野に入れながら、検討を進めるものである。

男女共同参画推進会議（総務部所管）   　 宗務機関全体の総合調整を担う
女性室（解放運動推進本部所管）   　�意識啓発および学習機会の提供、 

情報・意見の収集と発信を担う
各宗務機関    　 所管業務における具体的取り組みを実施する

両機関を中心として各宗務機関が連携し、さらなる課題解消に向けた取り組みを着実に推進していく。

重点施策

❶ 全教区における推進体制の整備
各教区において「男女両性で形づくる教団の実現」を課題として位置づけ、推進体制を整備する。宗

務所は方針の継続的周知と教区間連携の促進を担い、各教区は参画状況の把握、意識啓発、学習機会
の充実を図りながら、取り組みを進める。

❷ 性差別・ハラスメントに関する相談支援体制の整備
僧侶や門徒における相談支援体制は十分とは言えないため、実効性ある支援体制の構築に向けた具

体的検討を進める。

❸ 宗門運営への多様な参画を促進する方策の調査研究（アファーマティブ・アクション※）

女性参画が役職において限定的である現状を踏まえ、組織構成や人材育成を含め、参画促進につい
て調査研究を進め、多様な視点が反映される体制構築を目指す。

女性室の基本施策
●  女性の宗門活動の活性化に資する調査・研究を行う
●  性差別問題に関する情報交換および課題共有の場を提供する
●  広報誌『あいあう』等による継続的な情報発信と啓発を行う
●  女性の宗門活動の推進を担う人の養成およびネットワークづくりを推進する

これら従来から継続している基本施策と連動しながら、宗務機関において 
一体的かつ継続的に取り組みを推進していく。

1

2

3

役
割
分
担

（実施期間：2026年度から2028年度までの3年間）

男女共同・平等参画
実施計画特設ペー
ジはこちらから
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の
時
代
の
イ
ン
ド
社
会
に
お
い
て
は
と
て
も

稀
な
こ
と
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
女
性

は
家
庭
を
支
え
、
次
の
世
代
を
紡
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
り
ま
す
の

で
、基
本
的
に
は
出
家
者
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

出
家
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
を
維
持
す

る
た
め
の
何
か
を
生
み
出
さ
ず
修
行
だ
け
に

専
念
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
お
金
を
生
み

出
す
、
あ
る
い
は
子
ど
も
を
生
み
出
す
、
そ

う
い
っ
た
社
会
の
た
め
に
な
る
こ
と
は
全
く

し
な
い
、
そ
う
い
っ
た
高
等
遊
民
の
よ
う
な

立
場
を
取
れ
る
の
は
男
性
だ
け
で
す
。
そ
う

し
た
社
会
風
潮
の
中
で
、
女
性
の
出
家
を
認

講師 ●大
お お

谷
た に

由
ゆ

香
か

先生
（広島大学大学院人間社会科学研究科准教授）

は
じ
め
に

本
日
は
、
仏
典
に
見
る
女
性
出
家
者
の
困

難
と
そ
の
解
消
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

❶ �

生
み
の
母
の
妹
で
お
釈
迦
さ
ま
を
育
て

ら
れ
た
、
初
の
女
性
出
家
者
で
あ
る
マ

ハ
ー
パ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
ー
が
、
実
際
ど
の

よ
う
に
語
ら
れ
て
き
た
の
か
。

❷ �

お
釈
迦
さ
ま
は
戒
律
を
設
定
さ
れ
て
教

団
運
営
さ
れ
て
い
か
れ
た
が
、
そ
の
中

で
女
性
が
排
除
さ
れ
た
よ
う
に
も
見
え

る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
ど
う
な
の
か
。

❸ �

そ
の
状
況
の
中
で
、
女
性
が
出
家
修
行

者
と
し
て
活
躍
す
る
の
は
難
し
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
く
る
が
、
東
ア
ジ
ア
の
仏

教
の
男
の
僧
侶
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
そ

の
女
性
た
ち
を
支
え
て
き
た
の
か
。

と
い
う
構
成
で
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ま
ず
、
女
性
が
出
家
者
と
し
て
活
躍
で
き

る
よ
う
な
体
制
を
整
え
た
と
い
う
の
は
、
こ

仏
典
に
み
る
女
性
出
家
者
の

困
難
と
そ
の
解
消

第
24
回
女
性
会
議
で
は
、大
谷
由
香
先
生
に「
仏
典
に
み
る
女
性
出
家
者
の
困
難
と
そ
の
解
消
」の
講
題
の

も
と
、
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
谷
先
生
は
龍
谷
大
学
の
ご
出
身
で
、
現
在
ま
で
日
本
仏
教
を
中
心

に
戒
律
の
思
想
を
研
究
し
て
お
ら
れ
ま
す
。そ
の
視
点
を
組
み
込
み
つ
つ
、お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
24
回    

女
性
会
議
　�

2
0
2
5
年 

5
月 

15
～
16
日
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め
た
と
い
う
の
は
仏
教
と
い
う
宗
教
の
特
色

の
一
つ
だ
と
言
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、
女
性
の
出
家
が
認
め
ら
れ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
そ
れ
が
今
思
う
よ
う
な
男
女
平

等
と
は
ほ
ど
遠
か
っ
た
、
と
い
う
点
を
押
さ

え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
仏
教
教
団
と
い
う
の
は
在
家
者
の

人
々
が
、
自
分
た
ち
に
は
で
き
な
い
よ
う
な

真
理
を
追
求
す
る
生
活
を
す
る
人
々
を
支
え

ま
し
ょ
う
と
自
主
的
に
経
済
支
援
を
行
う
形

で
回
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
本
来
の
仏
教

の
あ
り
方
で
、
そ
の
時
代
、
そ
の
地
域
の
、

一
般
的
な
生
活
を
営
む
人
々
の
「
常
識
」
に

合
わ
せ
る
よ
う
に
調
整
さ
れ
な
が
ら
、
仏
教

は
継
続
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
あ
り

方
は
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

視
点
を
組
み
込
み
な
が
ら
、
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

最
初
の
女
性
出
家
者

女
性
出
家
者
の
最
初
は
、
お
釈
迦
さ
ま
の

育
て
の
母
、
マ
ハ
ー
パ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
ー
と

い
う
女
性
で
す
。
お
釈
迦
さ
ま
の
生
み
の
母

は
、
出
産
後
１
週
間
ほ
ど
で
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
生

み
の
母
の
妹
が
マ
ハ
ー
パ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
ー

で
す
。

お
釈
迦
さ
ま
が
お
さ
と
り
に
な
っ
て
、
故

郷
に
錦
を
飾
る
形
で
帰
っ
て
く
る
と
、
釈
迦

族
の
男
の
人
た
ち
は
、
素
晴
ら
し
い
方
が
一

族
か
ら
出
た
、
私
も
出
家
し
た
い
、
と
お
釈

迦
さ
ま
に
憧
れ
て
ほ
と
ん
ど
が
出
家
し
て
し

ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
マ

ハ
ー
パ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
ー
に
は
ナ
ン
ダ
と
い

う
息
子
が
い
ま
し
た
が
、
彼
も
出
家
し
て
し

ま
う
。
ま
た
お
釈
迦
さ
ま
に
も
息
子
ラ
ー
フ

ラ
が
お
り
ま
し
た
が
、
彼
も
出
家
し
て
し
ま

う
と
い
う
あ
り
様
で
、
跡
取
り
が
誰
も
い
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
当
時
の
女
性
は

自
分
で
働
い
て
稼
ぐ
と
い
う
こ
と
が
で
き
な

い
存
在
で
す
か
ら
、
そ
の
家
の
女
性
の
長
と

な
っ
て
い
る
マ
ハ
ー
パ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
ー

は
、
ど
う
か
女
性
に
も
出
家
を
認
め
さ
せ
て

く
れ
と
お
釈
迦
さ
ま
に
頼
み
に
い
き
ま
す
。

も
う
食
い
っ
ぱ
ぐ
れ
て
し
ょ
う
が
な
い
と
い

う
状
況
も
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

釈
尊
の
許
可
と
条
件

マ
ハ
ー
パ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
ー
は
３
度
繰
り

返
し
て
出
家
を
願
い
出
ま
し
た
が
、
お
釈
迦

さ
ま
は
３
度
と
も
に
そ
れ
を
拒
否
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
こ
と
を
知
っ
た
弟
子
の
阿
難
は
、
お

釈
迦
さ
ま
に
、「
マ
ハ
ー
パ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ

ー
は
、
本
当
の
お
母
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
後

ず
っ
と
あ
な
た
を
支
え
て
き
た
人
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
ど
う
か
彼
女
の
願
い
を
聞
き
届
け

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
頼
み
ま
し
た
。

お
釈
迦
さ
ま
は
阿
難
の
申
し
出
に
よ
っ
て

女
性
の
出
家
を
お
認
め
に
な
ら
れ
た
と
伝
わ

り
ま
す
。
律
蔵
を
中
心
と
し
た
一
部
の
仏
典

に
は
、こ
の
と
き
お
釈
迦
さ
ま
は
、女
性
も
男

性
と
同
じ
修
行
を
す
れ
ば
男
性
と
同
じ
さ
と

り
を
得
る
こ
と
を
明
言
し
た
と
も
伝
わ
り
ま

す
。
こ
の
言
葉
が
現
代
に
至
る
ま
で
伝
わ
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、と
て
も
重
要
で
す
。

一
方
で
、
こ
の
と
き
お
釈
迦
さ
ま
は
、

「
八は

っ

敬き
ょ
う

法ほ
う

」
を
受
持
す
る
こ
と
を
条
件
と
し

て
、
女
人
の
出
家
を
許
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。「
八
敬
法
」
は
現
在
か
ら
み
れ
ば
結

構
ひ
ど
い
内
容
で
、こ
の
う
ち
の
第
一
条
は
、

最
も
よ
く
槍
玉
に
上
が
る
と
こ
ろ
で
す
。
出

家
し
て
比び

丘く

尼に

（
女
性
出
家
者
）
に
な
っ
た

者
は
、
１
０
０
年
間
ず
っ
と
修
行
を
続
け
た

講師プロフィール ●1978（昭和53）年香川県生まれ。龍谷大学大学院博士課程単位取得退学。博士。日本学術振興会特別
研究員、龍谷大学特任准教授、京都大学白眉センター特定准教授などを経て、2026年度より現職。真宗連合学会木辺派門主
奨励賞、智山勧学会奨励賞、涙骨賞など受賞。著書に『中世後期泉涌寺の研究』（法藏館、2017）、編著『性なる仏教』（勉誠社、
2025）、『越境する教義問答：『東大寺六宗未決義』『自他宗唐決疑問』を読む』（法藏館、2026）などがある。
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長
老
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
日
比び

丘く

（
男

性
出
家
者
）
に
な
っ
た
ば
か
り
の
男
性
を
、

敬
礼
し
立
っ
て
迎
え
、
合
掌
し
、
恭
敬
し
な

さ
い
、
と
い
い
ま
す
。
つ
ま
り
自
分
の
先
輩

の
よ
う
に
扱
い
な
さ
い
と
い
う
わ
け
で
す

ね
。
女
は
ど
れ
だ
け
修
行
し
て
も
、
男
性
の

下
に
あ
り
な
さ
い
と
い
う
教
え
で
す
。

こ
の
「
八
敬
法
」
が
本
当
に
お
釈
迦
さ
ま

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
か
ど
う
か
と
い

う
の
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
議
論
の
あ
る
と

こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
仏
教

が
当
初
か
ら
、
あ
る
い
は
伝
わ
っ
て
い
く
過

程
の
中
で
、
世
俗
の
価
値
観
を
捨
て
き
れ
な

か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
女
性
は
男
性

の
よ
う
に
一
人
前
で
は
な
い
、
と
い
う
価
値

観
が
出
家
生
活
に
も
根
を
下
ろ
し
て
い
た
わ

け
で
す
ね
。
男
尊
女
卑
的
な
社
会
的
構
造
の

中
で
、
仏
教
界
を
支
え
て
い
く
在
家
者
の
人

た
ち
の
間
に
は
、
女
性
が
一
人
前
に
男
性
と

同
じ
よ
う
に
修
行
し
よ
う
な
ん
て
い
う
の
は

よ
く
な
い
と
い
う
考
え
が
根
強
く
あ
っ
た
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
出
家
を
許
し
た
と
し
て

も
、
せ
め
て
女
性
は
男
性
の
下
に
い
る
べ
き

だ
と
い
う
世
俗
の
考
え
に
寄
り
添
わ
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
状
況
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

文
献
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要

し
か
し
、
こ
う
し
た
女
性
へ
の
規
定
に
対

し
て
疑
義
が
呈
さ
れ
た
と
い
う
話
も
残
っ
て

い
る
の
で
す
。
そ
こ
が
面
白
く
、
あ
り
が
た

い
と
こ
ろ
で
す
。

例
え
ば
『
パ
ー
リ
律
』
に
は
、
マ
ハ
ー
パ

ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
ー
は
八
敬
法
を
受
け
る
こ
と

を
承
諾
し
た
後
で
阿
難
の
と
こ
ろ
へ
来
て
、

「
比
丘
・
比
丘
尼
と
も
に
そ
の
修
行
の
長
さ

に
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
互
い
敬
い

合
う
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ

う
に
す
る
こ
と
を
許
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」

と
い
う
こ
と
を
言
っ
た
と
い
う
話
が
残
っ
て

い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
１
０
０
年
の
修
行
を
し

て
も
、
女
性
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
今
日
出

家
し
た
ば
か
り
の
男
性
を
敬
う
と
い
う
の

は
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

理
に
適
わ
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
そ
う
い
う

わ
け
で
す
。
現
代
的
な
批
判
だ
と
思
い
ま
せ

ん
か
。

同
じ
よ
う
な
話
が
『
五
分
律
』、
そ
れ
か

ら
『
根
本
説
一
切
有
部
律
』
に
も
残
っ
て
い

ま
す
。
当
時
も
こ
ん
な
の
お
か
し
い
じ
ゃ
な

い
か
と
思
っ
た
人
が
い
た
と
い
う
こ
と
が
、

わ
か
り
ま
す
。
こ
う
い
う
「
生
意
気
な
女
の

意
見
」
が
仏
典
に
ち
ゃ
ん
と
残
っ
て
い
る
と

い
う
と
こ
ろ
に
私
は
感
動
す
る
ん
で
す
。
現

代
に
生
き
る
私
は
、「
あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
こ

う
し
た
規
定
を
理
不
尽
に
思
う
人
が
い
た
ん

だ
、
理
不
尽
だ
と
訴
え
て
い
い
ん
だ
」
と
勇

気
を
も
ら
え
ま
す
。
こ
の
マ
ハ
ー
パ
ジ
ャ
ー

パ
テ
ィ
ー
の
問
い
か
け
に
対
す
る
お
釈
迦
さ

ま
の
返
答
は
あ
ま
り
色
よ
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ず
っ
と
昔
か
ら
、
こ
ん
な
の
お

か
し
い
！　

と
思
っ
て
声
を
上
げ
た
人
が
い

た
の
だ
、
と
い
う
こ
と
が
、
私
を
勇
気
づ
け

る
の
で
す
。

ケ
ア
と
仏
教

当
時
の
奴
隷
身
分
以
外
の
男
性
た
ち
は
、

基
本
的
に
は
家
庭
生
活
の
家
事
を
担
い
ま
せ

ん
。
け
れ
ど
も
、
出
家
し
た
な
ら
ば
、
そ
こ

に
は
家
庭
は
な
い
の
で
す
か
ら
針
仕
事
も
洗

濯
も
自
分
で
や
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
こ
に
女
性
が
出
家
者
と
し

て
入
っ
て
き
た
と
き
に
何
が
起
き
る
か
と
い

う
と
、
じ
ゃ
あ
女
に
や
ら
せ
れ
ば
い
い
じ
ゃ

な
い
か
と
考
え
る
比
丘
が
出
て
く
る
わ
け
で

す
。
こ
れ
は
本
来
女
の
仕
事
だ
ろ
う
、
と
い

う
慣
習
か
ら
く
る
も
の
で
し
ょ
う
ね
。
と
こ

ろ
が
、
お
釈
迦
さ
ま
は
、
こ
れ
は
だ
め
だ
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
比
丘
尼
だ
っ
て
修

行
す
る
た
め
に
出
家
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

彼
女
た
ち
に
洗
濯
な
ど
を
さ
せ
る
な
と
い
う

こ
と
を
は
っ
き
り
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
の
で
す
。

他
に
も
お
釈
迦
さ
ま
は
、
病
人
が
い
れ
ば

必
ず
看
病
す
る
こ
と
、
そ
し
て
弟
子
が
病
に

伏
せ
た
場
合
に
も
、
師
匠
が
し
っ
か
り
看
病
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し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
を
規
定
と
し
て
追
加

し
て
い
ま
す
。

男
性
を
ケ
ア
の
主
体
へ
押
し
出
し
て
い
っ

た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
仏
教
教
団
と
い
う

の
は
当
時
の
男
女
の
あ
り
方
に
関
し
て
、
一

石
を
投
じ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。

以
前
、
こ
ち
ら
で
も
講
演
さ
れ
た
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
上
野
千
鶴
子
さ
ん
は
、「
ケ
ア

と
い
う
の
は
、
非
暴
力
を
学
ぶ
実
践
な
ん
で

す
。
だ
か
ら
男
を
ケ
ア
と
い
う
経
験
に
招
き

入
れ
る
の
が
女
の
役
目
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い

ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
ケ
ア
を

男
性
が
主
体
と
な
っ
て
や
る
と
い
う
こ
と
を

仏
教
教
団
は
お
釈
迦
さ
ま
主
導
で
行
っ
て
き

ま
し
た
。
修
行
す
る
た
め
に
出
て
き
た
の
だ

か
ら
、
で
き
れ
ば
洗
濯
も
つ
く
ろ
い
物
も
他

人
に
全
部
や
ら
せ
て
、
自
分
は
修
行
に
専
念

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
た
だ
そ
れ
は
女
も

一
緒
だ
か
ら
、
ケ
ア
を
女
性
に
押
し
つ
け
る

な
と
き
ち
ん
と
定
め
て
い
た
と
い
う
点
を
み

て
も
、
や
は
り
お
釈
迦
さ
ま
は
女
性
の
出
家

と
い
う
も
の
を
応
援
し
て
い
た
だ
ろ
う
な
と

思
う
の
で
す
。
た
だ
し
、
お
釈
迦
さ
ま
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
時
代
に
生
き
た
人
と
し
て
の

制
限
を
必
ず
受
け
て
し
ま
う
の
で
、
現
在
の

目
か
ら
見
た
と
き
に
は
違
和
感
を
覚
え
る
表

現
や
発
言
が
残
り
ま
す
。
そ
う
い
う
視
点
で

仏
典
を
み
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

女
性
の
出
家
の
難
し
さ

男
性
の
場
合
は
、
最
低
10
人
の
先
輩
比
丘

を
証
人
と
し
て
、
比
丘
の
僧さ

ん

伽が

で
受
戒
を
行

え
ば
出
家
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
け
れ

ど
も
女
性
の
場
合
は
ち
ょ
っ
と
手
間
が
か
か

る
の
で
す
。
ま
ず
、
最
低
10
人
の
先
輩
比
丘

尼
を
集
め
て
証
人
と
し
て
、
比
丘
尼
の
僧
伽

で
受
戒
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
最
低
10
人

の
比
丘
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
そ
こ
で
２
度
目

の
受
戒
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
で
一
人
の
比
丘

尼
が
初
め
て
誕
生
す
る
わ
け
で
す
。

仏
教
は
イ
ン
ド
か
ら
中
国
、
中
国
か
ら
日

本
へ
と
渡
っ
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は

誰
が
伝
え
た
か
と
い
う
と
、
や
は
り
基
本
的

に
は
男
性
僧
侶
で
す
。
男
性
の
お
坊
さ
ん
た

ち
が
国
を
越
え
て
旅
を
し
、
そ
こ
で
経
典
を

翻
訳
し
た
り
、
講
義
を
行
っ
た
り
、
信
者
を

増
や
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
女
性
が
同
じ

よ
う
に
活
動
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い

こ
と
で
す
。
東
ア
ジ
ア
に
仏
教
が
入
っ
て
き

た
と
き
、
男
性
の
受
戒
は
、
割
合
早
い
段
階

当日の講師資料より抜粋

● 修行する女性たち

● 釈尊が定めた女性の出家法

当日の講師資料より抜粋
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で
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
ド
や
中
央
ア

ジ
ア
の
方
か
ら
10
人
集
ま
れ
ば
、
そ
こ
で
新

し
く
原
地
の
人
を
僧
侶
と
し
て
迎
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
で
も
、
女
性
の
場
合
は
、
い
く

ら
遠
く
の
国
に
仏
教
の
教
え
を
伝
え
た
い
と

思
っ
て
も
、
女
ば
か
り
10
人
で
旅
が
で
き
る

の
か
と
い
う
と
、
や
っ
ぱ
り
そ
れ
は
難
し
い

わ
け
で
す
ね
。
襲
わ
れ
る
可
能
性
は
常
に
あ

り
、
力
も
弱
い
で
す
。
し
か
も
女
性
の
出
家

者
と
な
る
と
、
当
時
と
し
て
は
非
常
に
生
意

気
に
見
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
ら
、
男
性
の
他

罰
的
な
感
情
を
あ
お
っ
て
し
ま
い
や
す
い
。

律
蔵
に
は
必
ず
ど
こ
に
行
く
に
も
比
丘
尼
は

２
人
以
上
で
行
動
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
よ

と
い
う
規
定
も
あ
り
ま
す
。
女
性
は
旅
す
る

こ
と
が
難
し
い
の
で
す
。

女
性
出
家
者
の
た
め
に

４
世
紀
の
中
国
（
晋
朝
）
の
僧
侶
、
竺
法

汰
（
３
２
０
〜
３
８
７
）
は
、
イ
ン
ド
か
ら

遠
く
離
れ
た
国
で
も
女
性
出
家
者
を
誕
生
さ

せ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
か
と

い
う
問
題
に
向
き
合
い
ま
し
た
。
そ
の
際
に

依
拠
し
た
の
が
『
五
分
律
』
と
い
う
仏
典
で

伝
え
ら
れ
る
マ
ハ
ー
パ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
ー
の

受
戒
時
の
話
で
す
。

マ
ハ
ー
パ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
ー
は
、
お
釈
迦

さ
ま
か
ら
直
接
「
八
敬
法
」
を
受
け
て
、
比

丘
尼
に
な
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
、
お
付
き

の
５
０
０
人
の
釈
迦
族
の
女
た
ち
を
ど
う
し

た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

お
釈
迦
さ
ま
は
「
そ
れ
で
は
比
丘
僧
伽
で
出

家
す
れ
ば
よ
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
『
五

分
律
』
は
伝
え
ま
す
。
比
丘
尼
僧
伽
は
ま
だ

誕
生
し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
こ
で
の
受
戒

行
程
は
カ
ッ
ト
し
て
、
マ
ハ
ー
パ
ジ
ャ
ー
パ

テ
ィ
ー
が
和
尚
と
な
っ
て
、
比
丘
の
僧
伽
へ

赴
き
、
新
し
く
比
丘
尼
に
な
り
た
い
女
性
を

迎
え
入
れ
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う

わ
け
で
す
。

竺
法
汰
は
、
こ
れ
が
可
能
な
ら
ば
、
10
人

比
丘
尼
が
揃
う
こ
と
が
難
し
い
辺
境
の
地
域

で
も
、
比
丘
僧
伽
の
み
で
の
受
戒
を
認
め
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

実
際
に
西
域
の
ク
チ
ャ
で
は
、
同
様
の
受

戒
法
が
実
践
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
竺
法
汰

の
死
後
に
そ
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
て
彼
の

主
張
の
正
当
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
受
戒
法
は
正
式
な
比
丘
尼
受

戒
法
が
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
ま

で
、中
国
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

具
体
的
に
は
、
３
人
の
先
輩
比
丘
尼
を
戒
師

と
し
て
受
戒
を
行
い
、
そ
の
１
年
後
に
10
人

の
比
丘
僧
伽
へ
３
人
の
先
輩
比
丘
尼
と
と
も

に
行
き
、
２
度
目
の
受
戒
を
行
う
、
こ
れ
で

O
K
！　

と
い
う
も
の
で
す
。

日
本
で
の
展
開

日
本
で
の
初
め
て
の
出
家
者
は
、
善
信
尼

と
い
う
方
で
す
。
尼
さ
ん
、
女
性
な
ん
で
す

ね
。
こ
の
善
信
尼
は
、
禅
蔵
尼
、
そ
れ
か
ら

恵
善
尼
と
、
３
人
で
百
済
の
国
ま
で
行
っ
て

受
戒
を
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
百
済
で

は
お
そ
ら
く
比
丘
尼
が
10
人
揃
っ
た
受
戒
が

行
わ
れ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
正
式
な
受
戒
を
百
済
で
受
け
て
、
正
式

な
比
丘
尼
と
な
っ
て
３
人
で
戻
っ
て
き
て
、

そ
し
て
帰
国
後
に
受
戒
を
行
っ
た
と
い
う
記

事
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
３
人
の

比
丘
尼
で
は
受
戒
儀
式
を
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
の
だ
か
ら
、
日
本
で
行
わ
れ
た
最
初
の

比
丘
尼
受
戒
は
い
い
加
減
な
も
の
だ
っ
た
、

こ
の
記
事
は
そ
れ
を
物
語
る
も
の
だ
と
片
付

け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
こ
の
記
事
は
、

お
そ
ら
く
こ
の
竺
法
汰
の
方
法
を
日
本
で
執

り
行
っ
た
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
も
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
い
い
加
減
だ
っ
た
の
で
は
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な
く
、
き
ち
ん
と
理
に
適
っ
た
も
の
で
す
。

こ
う
し
て
、
日
本
の
女
性
も
出
家
者
と
し
て

ち
ゃ
ん
と
活
躍
で
き
る
よ
う
な
最
初
の
一
歩

を
踏
み
出
し
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
鑑
真
和
上
が
日
本
に
や
っ
て
き

た
時
に
も
３
人
の
比
丘
尼
を
連
れ
て
き
て
い

ま
す
。
鑑
真
和
上
が
ど
の
よ
う
な
目
的
で
そ

の
女
性
た
ち
を
連
れ
て
来
た
の
か
明
ら
か
で

は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
彼
女
た
ち
も
ま
た

こ
の
竺
法
汰
の
受
戒
法
を
日
本
で
行
う
た
め

に
や
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
鑑

真
和
上
ご
自
身
が
、
何
回
も
何
回
も
日
本
に

来
よ
う
と
し
て
失
明
す
る
ほ
ど
の
ご
苦
労
だ

っ
た
と
い
う
話
は
有
名
で
す
よ
ね
、
そ
ん
な

危
険
な
旅
に
、
わ
ざ
わ
ざ
比
丘
尼
３
人
が
意

味
の
な
い
船
に
乗
る
わ
け
も
な
く
、
お
そ
ら

く
は
日
本
に
、
比
丘
尼
の
受
戒
方
法
を
伝
え

よ
う
と
い
う
意
志
が
あ
っ
て
、
行
わ
れ
た
こ

と
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

時
代
が
下
り
、
比
丘
尼
僧
伽
の
伝
統
が
途

絶
え
て
し
ま
っ
て
い
た
鎌
倉
時
代
に
は
「
戒

律
復
興
運
動
」
が
起
こ
り
、
比
丘
、
比
丘
尼
、

沙し
ゃ

弥み

、
沙し

ゃ

弥み

尼に

、
優う

婆ば

塞そ
く

、
優う

婆ば

夷い

で
構
成

さ
れ
る
、
お
釈
迦
さ
ま
時
代
の
僧
伽
を
再
び

築
い
て
い
こ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
時
ひ
と
り
の
熱
心
な
女
性
仏
教
信

者
が
出
家
し
た
い
と
願
い
出
ま
し
た
が
、「
比

丘
尼
は
２
人
以
上
で
行
動
し
な
く
て
は
い
け

な
い
」
と
い
う
律
の
規
定
を
理
由
と
し
て
、

最
初
は
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

そ
の
際
、
教
円
と
い
う
男
性
僧
侶
が
女
性
の

姿
へ
と
変
化
し
比
丘
尼
と
な
っ
た
の
で
、
そ

の
女
性
は
無
事
に
戒
を
受
け
て
信
如
房
と
い

う
出
家
名
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
多
く
の
比
丘
尼
が
誕
生
し
、
役
目

を
終
え
た
教
円
房
は
再
び
も
と
の
男
性
に
戻

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
円
は
信
如

の
弟
だ
っ
た
と
伝
え
る
資
料
も
残
っ
て
い
ま

す
。伝

説
で
は
、
教
円
は
帝
釈
天
の
不
思
議
な

力
に
よ
っ
て
女
性
に
姿
を
変
え
さ
せ
ら
れ
た

と
伝
え
ら
れ
ま
す
が
、
教
円
自
身
の
意
志
と

関
係
な
く
行
わ
れ
た
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

と
思
う
ん
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
比
丘
と
し
て

お
釈
迦
さ
ま
時
代
の
出
家
修
行
者
の
よ
う
に

生
活
し
て
い
く
ぞ
と
い
う
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ

う
な
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
推
進
さ
れ
て

い
く
中
で
、
そ
う
し
た
主
流
か
ら
外
れ
て
、

で
は
女
性
の
た
め
に
、
私
が
女
性
に
な
り
ま

し
ょ
う
と
い
う
こ
と
を
選
ん
だ
人
が
い
た
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
本
当
に
す
ご

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
何
と
か
出
家
し
て
修
行
し

た
い
と
い
う
女
性
の
願
い
を
叶
え
よ
う
と
実

際
に
行
動
し
た
男
性
た
ち
が
、
昔
か
ら
い
た

わ
け
で
す
ね
。
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
の
努
力

の
上
に
女
性
の
出
家
者
の
継
続
と
い
う
こ
と

が
あ
り
え
た
の
で
す
。

ま
と
め

仏
教
は
、
男
性
主
体
の
文
化
の
中
で
生
ま

れ
育
っ
て
き
た
宗
教
で
す
。
そ
う
し
た
風
潮

の
強
い
世
俗
社
会
の
要
望
を
汲
み
取
り
な
が

ら
、
そ
こ
か
ら
お
布
施
を
得
て
継
続
す
る
シ

ス
テ
ム
を
採
用
し
た
以
上
、
経
営
的
に
は
社

会
の
「
常
識
」
に
あ
る
意
味
で
忖
度
を
す
る

必
要
に
せ
ま
ら
れ
ま
す
。
仏
陀
の
教
え
自
体

に
は
差
別
は
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
女
性
も

必
ず
さ
と
る
と
お
釈
迦
さ
ま
は
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
す
。
純
粋
な
と
こ
ろ
で
は
そ
う
な
の

だ
け
れ
ど
、し
か
し
そ
の
教
え
を
そ
の
時
代
、

そ
の
土
地
に
お
い
て
周
り
に
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
実
践
す
る
こ
と
に
は
、
様
々
な
苦

労
が
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
方
便
と
し
て
の
不
平

等
を
女
性
た
ち
が
強
い
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
歴
史
を
経
て
今
、
現
代
の
日
本

で
は
ど
う
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
を
よ
く
考
え

て
み
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。い

つ
の
時
代
に
お
い
て
も
、
女
性
が
仏
道

を
歩
む
こ
と
は
難
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る
男
性
が
主
体
的
に
そ

う
い
っ
た
人
を
支
え
て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ

に
目
を
向
け
て
、
今
後
も
そ
の
よ
う
な
人
を

育
て
る
宗
教
で
あ
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
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2024年の夏、東京から数時間離れた場所で、私は女性僧侶４名にインタビューを行いました。
普段、私が女性僧侶にインタビューする際は、自分で手配し、一度に１人だけと話すようにし
ているのですが、この日のインタビューは東京大学の先生と地元の住職が手配してくださった
もので、インタビューの部屋には僧侶の方々、ホストの住職、東大の研究者、友人の日蓮宗の
僧侶、私の計８人が集まりました。私は、このような大人数の環境ではインタビューで深い話
ができないのではないかと心配していました。
また、もう一つ気がかりなことがありました。それは、女性僧侶の年齢が30代から70代と幅

広いことでした。なぜなら、日本の社会規範の上下関係によって、若い僧侶は正直に話せないの
ではないかと心配していたのです。しかし、その心配をする必要はありませんでした。最終的に、
４人のうち３人が、虐待、不安、そして寺院運営の重圧について涙ながらに語ってくれたからです。
父親に捨てられ、夫からも家庭内暴力を受けたという辛い話をしてくれた人や、夫の後を継ぎ、

多くの困難に直面してきたことを話してくれた人もいました。４人のうち、お寺の娘は１人だ
けでした。父を亡くした後に弟も亡くし、僧侶として３年間の修行中の人もいました。修行中
の僧侶の中には、虐待を受けたことがきっかけで仏教に入信したという、貴重なお話をしてく
れた人もいました。
帰り道、私は東大の先生、日蓮宗の友人と車の中で一緒でしたが、長い沈黙の時間が流れた後、

友人から「いつもそうなの？」と尋ねられました。
私「どういう意味？」
友人「涙のこと」
私「インタビューの中で、相手を安心させて、僧侶である苦悩について話せるようにしたから。」
友人が微笑みながら「尼僧を泣かせるマーク」と言いました。
私は少し苦笑しながら、「私が彼女たちを泣かせているわけじゃないよ。お寺の現場の厳しい

現実や、宗門や社会での女性を取り巻く期待といった状況が、彼女たちを泣かせているんだ。
時々、それが叫び声になることもあるんだよ！」と答えました。
また沈黙が流れた後、私は住職の友人に問いかけました。
私「ところで、あなたにとって、今日の様子は驚くべきことなのでしょうか？自分の寺でも

長女が継いだばかりでしょう。まだ何も知らないのですか？もしかしたら、あなたが耳を傾け
ていないから彼女たちを泣かせているのかもしれません。宗派、社会。男性僧侶や宗門からみ
ると、女性の問題だと思っているようですが、そうではありません。これは日本仏教の問題で
あり、日本の社会の問題であり、われわれ人間の問題なのです。」
このような状況だからこそ、女性僧侶の声をちゃんと聞いている場所、ジェンダー問題を教団・

社会の問題として取り組む、つまり女性室のような場所が必要なのです。

カナダ マックマスター大学准教授　マーク・ロウ

つぶ やき

尼僧を泣かせるマーク
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「亡き人をご縁として」と言いますが、今の私はその通りの日々を送らせていただいています。
ご縁をいただき15年になります。最近ふと感じたことをお話しさせていただきます。

バッハのカンタータに「目を覚ませと呼ぶ声が聞こえ」という曲があります。私がこの曲に
出会ったのは、高校生の時でした。「不思議なタイトルだな」と思ったことをよく覚えています。
最近「目を覚ませ」とは何に目を覚ますのだろう？という問いが生まれました。私たちは阿弥
陀様の声だと思いますが、バッハはキリスト教徒です。国や宗教は違っていても人々の願いや
信じる心は同じなのでは、ということから、「同じ」という言葉が気になりました。私たちは違
いに対しては問題としてとらえ、共生の大切さを言います。しかし「同じ」を認めようとはあ
まり聞きません。なぜでしょう？　「同じ」ということは他人の見たくない行動を見た時、鏡に
映った自分を見ることであり、自分の姿をありのまま受け止めることが難しいからではないで
しょうか？

人は比べようもない大きな違いには寛大になれるものでありながら、ほんの些細な「同じ」
であることに違和感をいだき、違いを見つけ出そうとします。そして見つけた違いを比べ、違
うことでなぜか安心するというところがあるのではないでしょうか？　この違いを比べて、自
分の物差しで測ろうとする行いこそが差別の芽となるということに一人ひとりが気づいていく
ことができたらと思います。

私は今、門徒会の活動に関わらせていただいています。関わりをもったことで、聞法するこ
とを求めている方が多くいることに気づきました。聞法には距離も壁もありません。ただご縁
あるのみです。所属や地域にはこだわらず、皆さんと出遇える場と考えています。小さな活動
ですが、聞法会研修など企画した際には、ご縁がある方に声をかけさせていただいています。
また、門徒会はみんなで作りあげていく場です。私たち、会をお預かりしている者の役割は、
皆さんで作りあげたものを大切に育て、次の方につないでいくことと思っています。

バッハの曲に問いをいただいてから長い時間が過ぎました。聞法を重ねたことで、きいたこ
とが今はわからなくてもいつの日か問いになって自分に返ってくることを教えられました。門
徒会に関わりを持ったことで、「人はご縁で生きている」ということを教えられました。またい
つの日か新たな問いに出遇い、その問いをたずねていくことができることを願っています。

合掌

ゆ ら ぎ

目を覚ませと呼ぶ声がきこえ

　野
の

口
ぐ ち

栄
え い

子
こ東京教区川崎組德泉寺門徒

東京教区門徒会副会長
川崎組門徒会長




